
１ 趣  旨 

  国においては、地域共生社会の実現を掲げ、行政・サービス関係者と地域住民による

主体的な支え合いの取組との協働による包括的な支援体制の構築を推進しています。そ

して、団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を目途として、各地域の状況に応じて、

地域包括ケアシステムの構築やその推進が図られてきました。 

  しかしながら、２０４０年には、６５歳以上の高齢者数がピークを迎えるとともに、

介護と医療の複合ニーズを抱える８５歳以上人口が増加すると言われています。このよ

うな一層の高齢化の進展とともに、認知症高齢者の増加や一人暮らし高齢者等の増加も

見込まれ、どのように高齢者を支えていくかが課題となっています。 

  今後の地域のサービス需要の変化等に対応するため、２０４０年に向けて、地域包括

ケアシステムを深化させ、医療・介護の一層の連携を図り、医療・介護・予防・生活支

援等の包括的な確保を図っていくことが必要となっています。 

  そこで、医療、保健、福祉のサービス事業者等が一堂に会し、制度改正に対して如何

に対応すべきかを研鑽するとともに、サービスの質の向上と職員のスキルアップに向け

て開催いたします。 

 

２ 主  催 

  山口県介護保険関係団体連絡協議会 

  山口県医師会、山口県歯科医師会、山口県薬剤師会、山口県看護協会、山口県栄養士

会、山口県医療ソーシャルワーカー協会、山口県理学療法士会、山口県作業療法士会、

山口県老人保健施設協議会、山口県老人デイ・ケア協議会、山口県訪問看護ステーショ

ン協議会、山口県国民健康保険団体連合会、山口県老人福祉施設協議会、山口県地域包

括・在宅介護支援センター協議会、山口県訪問介護事業所連絡協議会、山口県デイサー

ビスセンター協議会、山口県介護福祉士会、山口県介護支援専門員協会、山口県社会福

祉士会、山口県福祉用具協会、山口県宅老所・グループホーム協会、山口県言語聴覚士

会、山口県社会福祉協議会（法人格省略、順不同） 

                             【２３団体で構成】 

３ 後  援 （予定） 

  山口県、山口県市長会、山口県町村会 

 

４ 日  時 

  令和７年１０月５日（日） 

午前９時４０分から午後１時まで 

令和７年度 山口県介護保険関係団体フォーラム   

開 催 要 項  

～地域包括ケアシステムの深化を目指して～ 



５ 会  場 ※集合型とオンラインの併用 

 山口県社会福祉会館 ４階 大ホール 

   〒753—0072 山口市大手町９－６ 

 

６ 定  員 

   会場参加：１００人  ※オンライン参加は定員なし 

 

７ 内 容・日 程 

 

 講演Ⅰ 講師プロフィール  

厚生労働省 老健局 認知症施策・地域介護推進課長 

吉田 慎 氏 
 

北海道札幌市出身 

2001年  厚生労働省入省（厚生労働省１期生） 

     児童福祉、外国人雇用、障害者福祉、日本年金機構立ち上げ等各種業務に従事 

2010年～ 内閣官房に出向、新型インフルエンザ対策、東日本大震災への対応に従事 

2013年～2016年 外務省に出向 

         在ブリュッセル欧州連合（EU）日本政府代表部で一等書記官として勤務 

2016年～ 働き方改革・女性活躍推進、人事企画官、新型コロナ対策等に従事 

2023年７月 内閣総理大臣官邸（岸田政権）に出向 

認知症と向き合う「幸齢社会」実現会議の立ち上げ（同年９月～） 

子ども・子育て支援法の改正 等に従事 

2024年 7月より現職 

 

時  間 内  容 

9:00～ 

9:15～ 

会場受付 

オンライン参加者入室開始 

9:40～9:50 開会 

9:50～11:20 

 
講演Ⅰ 
「地域包括ケアを支える総合事業について～制度の現状と今後の展望～

（仮）」 

  厚生労働省 老健局 認知症施策・地域介護推進課長 吉田 慎 氏 
 

11:20～11:30 休憩 

11:30～13:00 

 
講演Ⅱ 

「地域包括ケアシステムの深化に向けた介護ＤＸの活用について」 

 株式会社ＴＲＡＰＥ 代表取締役 鎌田 大啓 氏 
 

13:00 閉会 



 講演Ⅱ 講師プロフィール  

株式会社ＴＲＡＰＥ 

代表取締役 鎌田 大啓 氏 
 
 作業療法士としての臨床経験を経て、医療法人の介護部門 

センター長に就任。「自立支援」を軸に、多様な介護サービス 

を立ち上げるとともに、市の事業者連絡会会長として、行政・ 

地域住民・介護事業者と連携し、地域包括ケアの土台づくり 

に尽力。その過程で、介護現場の可能性が十分に引き出されていない現実に直面し、強い

危機感と使命感を抱く。 

 本質的な価値を見出す“well-beingデザイン”を通じて、高齢者とその家族がより豊か

に生きるための選択肢を創出すべく、2015年に株式会社 TRAPEを設立。 

 「生産性向上」「働きがい向上」「リーダー育成」を同時に実現する伴走型支援サービス

「Sociwell」を展開。 

 2017年以降は、厚生労働省の各種委員や全国セミナー講師、介護事業所向け生産性向上

ガイドライン策定メンバーとして、国の施策にも深く関与している。 

 

８ 参 加 費 

   無料  
 

９ 参加申込方法 

  「令和７年度 山口県介護保険関係団体フォーラム参加申込グーグルフォーム」に必要

事項を入力し、お申込みください。 

   https://forms.gle/5qAJ2gWrnGQtVdGZ6 

※申込フォームの URLは、HPでも御案内しています。 

 ※記入いただいた個人情報は、研修会の運営目的のみに 

使用いたします。 
 

10 申込締切日 

  令和７年９月１２日（金）  
 

11 留意事項 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼会場参加者 

（１）天候の状況等により研修を延期・中止する場合は、前日の午後３時までに山口県介

護保険関係団体連絡協議会のホームページ（URL：https://www.yamaguchikensyakyo.

jp/vol/yg-kaidankyo/）にてその旨お知らせします。 

（２）当日、発熱や咳、強い倦怠感など体調に不安がある場合は、決して無理されずに 

参加を見合わせていただきますようお願いします。 

▼オンライン参加者 

９月２６日（金）までに当日のＺｏｏｍ 参加 URLがメールで届かない場合は恐れ入り

ますが、迷惑メールフォルダで受信していないか確認の上、連絡してください。 

https://forms.gle/5qAJ2gWrnGQtVdGZ6
https://www.yamaguchikensyakyo.jp/vol/yg-kaidankyo/
https://www.yamaguchikensyakyo.jp/vol/yg-kaidankyo/


12 駐 車 場 

 

 

（１）会場参加皆様の駐車場につきましては、必ず下記「会場周辺地図」にあります駐車

場を利用してください。（山口県社会福祉会館前駐車場は工事中につき使用できません） 

（２）駐車場のスペースに限りがありますので、参加にあたっては、公共交通機関の御利

用や自動車の相乗りの御協力をお願いします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

13 申込み・問合せ先 

  山口県介護保険関係団体連絡協議会 

  〒753-0072 山口市大手町 9-6（山口県社会福祉協議会 地域福祉部 内） 

  担当：小田、石内 

  TEL(083)924-2828 FAX(083)924-2847 

  E-mail kaidankyo@yg-you-i-net.or.jp 

  URL  https://www.yamaguchikensyakyo.jp/vol/yg-kaidankyo/ 

　山口県庁

　県政資料館

 歴史民俗資料館

　　　県庁前バス停

　  

    　埋蔵文化財センター 　

　 博物館   　　　　　　　　　自治会館

★

   　県教育会館

　美術館

　　 ザビエル記念聖堂

　山口地方合同庁舎

　図書館・文書館
　視聴覚センター

山口市民会館
 山口駅

山口県社会福祉会館

　　山口市役所

亀山公園
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工事中につき、

駐車できません


